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生産本部 501-1101 岐阜県岐阜市佐野８３９－１   ０５８－２３８－８７５２ 

 

農場                                             

関農場 501-3205 岐阜県関市志津野壱町田１６３６－２  ０５７０－２９－００２２ 

蕨生農場 501-3788 岐阜県美濃市蕨生中野２２９６－１  ０５７５－３４－８１１２ 

関ヶ原農場 503-1543 岐阜県不破郡関ヶ原町今須下野田２２０４－１ ０５８４－４３－５１０２ 

富加農場 501-3306 岐阜県加茂郡富加町大山字洞３８６－１  ０５７４－５４－１２３０ 

恵那農場 509-7200 岐阜県恵那市長島町鍋山１－３０７  ０５７３－５６－２６２６  

姫路農場 679-2113 兵庫県姫路市山田町南山田４１８   ０７９－２６３－２８４５ 

新潟農場  959-0152 新潟県長岡市寺泊下桐 734 番 3        ０２５６－９８－５５４０ 

 

孵化場                                            

佐野孵化場 501-1101 岐阜県岐阜市佐野８３９－１   ０５８－２３８－８９４８ 

福崎孵化場 679-2215 兵庫県神崎郡福崎町西治１１０１－１７  ０７９０－２４－５５１５ 

日本レイヤー株式会社はドイツの EW Group の一員です 

Japan Layer K.K. is as a member of EW Group GmbH in Germany 

１９６３年 東京都港区虎ノ門に株式会社ハイデオ設立、ハイライン原種鶏・種鶏の輸入を開始 

１９６９年 佐野孵化場建設 

１９７０年 日米合併会社 サルスベリ･ジャパン株式会社設立(後のバイオ製薬㈱) 

１９７１年 日米合併会社 イースタン･ハイブレッド株式会社設立（後の㈱イースタン） 

１９８５年 バイオ製薬㈱、㈱イースタン、㈱エーアイラボ、アグリパワー㈱を合併し、 

株式会社ゲン･コーポレーションに社名変更 

１９９０年 岐阜免疫研究所 研究棟施工 

２０００年 米国ハイラインインターナショナルが当社の資本に参加 

２００２年 社内カンパニー制を導入、福崎孵化場建設 

２００４年 株式会社ハイデオ西日本を合併し、西日本営業所設立 

２０１０年 動物愛護に関する指針制定 

２０１１年 株式会社ゲン･コーポレーションの分社化に伴い、 

採卵鶏コマーシャル事業部を日本レイヤー株式会社とし設立 

２０１３年 本社を岐阜市折立から、現所在地へ移転 

   日本で初めて赤外線によるビークトリミングを導入 

２０１４年 富加育成農場建設 

２０１８年 株式会社ゲン･コーポレーションの新潟事業を承継し、新潟農場として稼働開始 

 

沿革 / Corporate Development 



 

 ジュリア  （白卵）最高の日卵量、優れた産卵持続性 

 ジュリアライト （白卵）最高の産卵性、高い収益性 

高品質のヒナを安定的に供給することを願って 

Customers 

Oriented 

Superior 

Quality 
 

 マリア  （白卵）抜群のハウユニットと卵殻質 

 ローラ  （白卵）早い産卵開始、安定した産卵 

 ソニア  （ﾋﾟﾝｸ卵）抜群のハウユニットと飼料効率性 

 ボリスブラウン （赤卵）抜群の産卵性、均一で濃い卵核色 

“Good product, Good Support, Good System” 

「良いトリ、良いサポート、良いシステム」 

皆様の信頼できる 

源となるために 

商号 

所在地 

資本金 

創 立 

代表取締役 

従業員数 

 

日本レイヤー株式会社 

岐阜市佐野839番地1 

3,000万円 

平成23年7月1日 

橋本 亘 

140名(2020年7月現在) 

 

売上高 

事業内容 

 

取引銀行 

主な提携先 

 

3,703百万円(2020年6月 実績) 

採卵鶏初生雛･若メスの生産販売 

種卵の生産販売 

大垣共立銀行、三菱東京UFJ銀行 

㈱ゲン･コーポレーション 

Hy-Line International 

Lohmann Tierzucht GmbH 

「良いトリ・良いサポート・良いシステム」の基本理念

は創業当時から将来も決して変わるものではありません。 

時代の移り変わりとともに新たなニーズが出てくる中

で、原点を忘れず養鶏産業の発展に貢献できるように努力

し続けることが、当社の今までに取り組んできた道のりで

あり、これからの方向でもあります。 

 


